
点検及び修正を行う 点検だけ行う 修正だけを行う 無校正 

点検 実施 実施 未実施 未実施 

結果 ○ × ○ × ↓ ↓ 

↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ 

修正 ↓ 実施 ↓ ↓ 実施 未実施 

使用 使用 使用 使用 廃棄 使用 期限まで使用 

備考 一般的 修正コスト高い場合 

校正方式 

決められるべき内容 

① 校正内容：校正の種類、標準、水準 

② 校正手順：校正の間隔、手順、作業後の処理 

③ 測定手順：校正間隔内の使用条件による誤差、測定手順 

出典：「校正方式マニュアル」（編集委員長：田口玄一 発行所：日本規格協会） 



校正の種類 関係式 

a 点検だけの校正：読みをそのまま測定値 𝒚 = 𝑴 

b 零点校正： 零点の読み𝒚𝟎で定点校正 𝒚 = 𝒚𝟎 +𝑴 

c 基準点校正： 基準点𝑴𝟎の読みで定点校正 𝒚 = 𝒚𝟎 + 𝑴−𝑴𝟎  

d 目盛間隔校正： 任意の点を零点にして傾斜
を校正 

𝒚 = 𝒚𝟎 + 𝜷𝑴 

e 零点比例式校正： 零点の読みをゼロと仮定
して傾斜を校正 

𝒚 = 𝜷𝑴 

f 基準点比例式校正： 基準点𝑴𝟎の読み𝒚𝟎で
定点校正後、傾斜の校正 

𝒚 = 𝒚𝟎 + 𝜷 𝑴−𝑴𝟎  

g 一次式校正： 読み𝒚の平均値𝒚 及び標準の
値𝑴の平均値𝑴 を用いて定点の校正及び傾
斜の同時校正 

𝒚 = 𝒚 + 𝜷 𝑴−𝑴  

𝑀0 𝑀 

𝑦 = 𝑦0 + 𝛽𝑀 

𝑦0 

𝑦 = 𝛽𝑀 

𝛽 

校正の種類 

𝑦 = 𝑀 

𝑦 = 𝑦0 +𝑀 

𝑦 = 𝑦0 + 𝑀 −𝑀0  

𝑦 = 𝑦0 + 𝛽 𝑀 −𝑀0  

𝑦 = 𝑦 + 𝛽 𝑀 −𝑀  

𝑀  

𝑦  

基準点 



校正に用いる標準とは？ 
  測定量の真の値を実現するもの 
    ・予め値付けされた標準器（基準分銅、ブロックゲージなど） 
    ・標準となる測定量の発生器（電圧発生器、 
    ・上位の計測器 
標準の区分 
 ①点検のための測定に用いる標準 
 ②修正のための測定に用いる標準 

標準の水準 

水準の数 水準の範囲 

点検時 代表的な1つの水準 測定範囲の中心に近い値 

定点の校正 １水準 
測定範囲の上下限に近い値 

傾斜の校正 
２水準 

3水準以上 
測定範囲の上下限に近い値とその間の値 

零点比例式 零点を標準に含める 



点検の手順 
 手順1：標準の測定 𝒌個の標準𝑴𝒊 𝒊 = 𝟏⋯𝒌 を𝒏回測定し、読み𝒚𝒊𝒋 𝒊 = 𝟏⋯𝒌, 𝒋 = 𝟏⋯𝒏 を得る 

 手順2：測定値𝑴 と真値との誤差 
 手順3：修正限界Dと比較して修正作業の有無を判断する。 
修正の手順 
 手順1：標準の設定 𝒌個の標準𝑴𝒊 𝒊 = 𝟏⋯𝒌 を𝒏回測定し、読み𝒚𝒊𝒋 𝒊 = 𝟏⋯𝒌, 𝒋 = 𝟏⋯𝒏 を得る 

 手順2：校正のための関係式の定数の計算 手順１で求めたデータを用いて、新たな校正式の定数（α、  
      β）を求める。 最小二乗法により、誤差分散が最小になるように決める。 
 



校正の種類 関係式 測定値𝑴 𝒊𝒋の計算 校正式の求め方 

a 点検だけの校正 𝒚 = 𝑴 𝑴 𝒊𝒋 = 𝒚𝒊𝒋 

b 零点校正 𝒚 = 𝒚𝟎 +𝑴 𝑴 𝒊𝒋 = 𝒚𝒊𝒋 − 𝒚𝟎 ①零点or基準点𝑴𝟎での読みの平均 𝒚 𝟎 =
 𝒚𝒐𝒋𝒊

𝒏
 

②校正式： 𝑴 = 𝑴𝟎 + 𝒚 − 𝒚 𝟎   零点校正𝑴𝟎 = 𝟎 c 基準点校正 𝒚 = 𝒚𝟎 + 𝑴−𝑴𝟎  𝑴 𝒊𝒋 = 𝑴𝟎 + 𝒚𝒊𝒋 − 𝒚 𝟎  

d 目盛間隔校正 𝒚 = 𝒚𝟎 + 𝜷𝑴 𝑴 𝒊𝒋 =
𝒚𝒊𝒋 − 𝒚𝟎

𝜷 
 ①始点での読み𝒚𝟎 

②感度係数 𝜷 =
  𝒚𝒊𝒋−𝒚𝟎 𝑴𝒊𝒋𝒊

𝒏  𝑴𝒊
𝟐

𝒊

 

③校正式： 𝑴 =
𝒚−𝒚𝟎

𝜷 
 

e 零点比例式校正 𝒚 = 𝜷𝑴 𝑴 𝒊𝒋 =
𝒚𝒊𝒋

𝜷 
 ①感度係数 𝜷 =

  𝑴𝒊𝒚𝒊𝒋𝒋𝒊

𝒏  𝑴𝒊
𝟐

𝒊

 

②校正式： 𝑴 =
𝒚

𝜷 
 

f 基準点比例式校正 𝒚 = 𝒚𝟎 + 𝜷 𝑴−𝑴𝟎  𝑴 𝒊𝒋 = 𝑴𝟎 +
𝒚𝒊𝒋 − 𝒚𝟎

𝜷 
 

 

①基準点𝑴𝟎での読みの平均 𝒚 𝟎 =
 𝒚𝒐𝒋𝒊

𝒏
 

②感度係数 𝜷 =
  𝒚𝒊𝒋−𝒚 𝟎 𝑴𝒊−𝑴𝟎𝒋𝒊

𝒏  𝑴𝒊−𝑴𝟎
𝟐

𝒊
 

③校正式： 𝑴 = 𝑴𝟎 +
𝒚−𝒚𝟎

𝜷 
 

g 一次式校正 𝒚 = 𝒚 + 𝜷 𝑴−𝑴  
𝑴 𝒊𝒋 = 𝑴 +

𝒚𝒊𝒋 − 𝒚 

𝜷 
 ①𝒚 =

  𝒚𝒊𝒋𝒋𝒊

𝒏𝒌
 

②感度係数 𝜷 =
  𝑴𝒊−𝑴 𝒚𝒊𝒋𝒋𝒊

𝒏  𝑴𝒊−𝑴 𝟐
𝒊

 

③校正式： 𝑴 = 𝑴 +
𝒚−𝒚 

𝜷 
 



𝑦𝑖 = 𝛼 + 𝛽𝑀𝑖 

𝑦 = 𝛼 + 𝛽𝑀 

𝑆𝑒 =  𝑦𝑖 − 𝑦 − 𝛽 𝑀𝑖 −𝑀 2 

𝒚 = 𝒚 + 𝜷 𝑴−𝑴  

パラメータ𝑦 、𝛽を𝑆𝑒が最小にする条件は、
𝜕S𝑒

𝜕𝑚
= 0、

𝜕S𝑒

𝜕𝛽
= 0である。 

𝜕S𝑒
𝜕𝑚

= −1 × 2 × 𝑦𝑖 − 𝑦 − 𝛽 𝑀𝑖 −𝑀 = −2 𝑦𝑖 − 𝑦 = 0 

 
𝜕S𝑒
𝜕𝛽

= −1 × 2 × 𝑦𝑖 − 𝑦 − 𝛽 𝑀𝑖 −𝑀 × 𝑀𝑖 −𝑀  

           = −2  𝑀𝑖 −𝑀 𝑦𝑖 − 𝛽 𝑀𝑖 −𝑀 2 = 0 

𝑦 =
1

𝑛
 𝑦𝑖  

𝛽 ==
 𝑴𝒊 −𝑴 𝒚𝒊𝒊

 𝑴𝒊 −𝑴 𝟐
𝒊

 


